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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】トイレットペーパーの使用量に対する意識を改
善することができるトイレットペーパーメータ及びトイ
レットペーパーホルダを提供する。
【解決手段】トイレットペーパーホルダ１０は、円筒状
に巻回されたトイレットペーパーＭを回転自在に保持す
るものであり、トイレットペーパーＭの使用量を数値化
し、使用量に対する意識を改善させるトイレットペーパ
ーメータ２０を備えている。トイレットペーパーメータ
２０は、トイレットペーパーＭの引出量をトイレットペ
ーパーＭに一部が接触された回転体２１Ａの回転数とし
て計測する引出量計測手段２１と、引出量計測手段２１
により計測した回転体２１Ａの回転数からトイレットペ
ーパーＭの引出量を算出する引出量算出手段と、算出し
た引出量を表示する表示手段２６とを有している。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円筒状に巻回され、トイレットペーパーホルダに回転自在に保持されたトイレットペー
パーの引出量を、前記トイレットペーパーに一部が接触された回転体の回転数として計測
する引出量計測手段と、
　この引出量計測手段により計測した前記回転体の回転数からトイレットペーパーの引出
量を算出する引出量算出手段と、
　この引出量算出手段により算出した引出量を記録する引出量記録手段と、
　前記引出量算出手段により算出した引出量から所定期間における平均引出量を算出する
平均算出手段と、
　この平均算出手段により算出した平均引出量を記録する平均記録手段と、
　前記引出量算出手段により算出した引出量、及び、前記平均算出手段により算出した平
均引出量を表示する表示手段と
　を備えたことを特徴とするトイレットペーパーメータ。
【請求項２】
　前記引出量計測手段は、前記回転体が前記トイレットペーパーに接触する方向に付勢す
る付勢部材と、前記回転体の回転数を計測する回転数計測手段とを有することを特徴とす
る請求項１記載のトイレットペーパーメータ。
【請求項３】
　前記回転体の外周部は、滑り止め部材により構成されたことを特徴とする請求項２記載
のトイレットペーパーメータ。
【請求項４】
　前記平均算出手段により算出した平均引出量に基づいて引出量の基準値を決定し、前記
引出量算出手段により算出した引出量が基準値を超えている場合に、警告を発するように
判断する警告判断手段と、この警告判断手段により警告を発すると判断された場合に警告
を発する警告手段を備えたことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか１に記載の
トイレットペーパーメータ。
【請求項５】
　円筒状に巻回されたトイレットペーパーを回転自在に保持するトイレットペーパーホル
ダであって、
　前記トイレットペーパーの引出量を、前記トイレットペーパーに一部が接触された回転
体の回転数として計測する引出量計測手段と、
　この引出量計測手段により計測した前記回転体の回転数からトイレットペーパーの引出
量を算出する引出量算出手段と、
　この引出量算出手段により算出した引出量を記録する引出量記録手段と、
　前記引出量算出手段により算出した引出量から所定期間における平均引出量を算出する
平均算出手段と、
　この平均算出手段により算出した平均引出量を記録する平均記録手段と、
　前記引出量算出手段により算出した引出量、及び、前記平均算出手段により算出した平
均引出量を表示する表示手段と
　を備えたことを特徴とするトイレットペーパーホルダ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、トイレットペーパーの使用量を数値化し、使用量に対する意識を改善するこ
とができるトイレットペーパーメータ及びトイレットペーパーホルダに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、地球温暖化が大きな問題として取り上げられており、二酸化炭素の排出量を削減
する取り組みが行われている。個人レベルの取り組みとしても、資源のリサイクルや、ご
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みの分別、電気使用量の削減などがあり、他にも、トイレットペーパーの使用量の削減も
考えられる。トイレットペーパーは、普段、意識せずに使用していることが多く、資源及
びエネルギーの無駄使いとなっていることも多い。そこで、無意識に使用しているトイレ
ットペーパーの使用量を簡単に知ることができれば、使用量に対する意識が高まり、無駄
使いを抑制することができる。
【０００３】
　なお、トイレットペーパーの無駄使いを抑制するために、１回の使用量を設定し、トイ
レットペーパーの引き出し量が設定長さに達すると、引き出しが一定時分だけ停止し、連
続して引き出せないようにしたトイレットペーパーホルダも提案されている（特許文献１
参照）。しかしながら、このトイレットペーパーホルダでは、使用量が強制的に制限され
てしまうので、不便なことも多く、また、使用者の使用量に対する意識を高めることが難
しいという問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－３３６１５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、このような問題に基づきなされたものであり、トイレットペーパーの使用量
に対する意識を改善することができるトイレットペーパーメータ及びトイレットペーパー
ホルダを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のトイレットペーパーメータは、円筒状に巻回され、トイレットペーパーホルダ
に回転自在に保持されたトイレットペーパーの引出量を、トイレットペーパーに一部が接
触された回転体の回転数として計測する引出量計測手段と、この引出量計測手段により計
測した回転体の回転数からトイレットペーパーの引出量を算出する引出量算出手段と、こ
の引出量算出手段により算出した引出量を記録する引出量記録手段と、引出量算出手段に
より算出した引出量から所定期間における平均引出量を算出する平均算出手段と、この平
均算出手段により算出した平均引出量を記録する平均記録手段と、引出量算出手段により
算出した引出量、及び、平均算出手段により算出した平均引出量を表示する表示手段とを
備えたものである。
【０００７】
　本発明のトイレットペーパーホルダは、円筒状に巻回されたトイレットペーパーを回転
自在に保持するものであって、トイレットペーパーの引出量を、トイレットペーパーに一
部が接触された回転体の回転数として計測する引出量計測手段と、この引出量計測手段に
より計測した回転体の回転数からトイレットペーパーの引出量を算出する引出量算出手段
と、この引出量算出手段により算出した引出量を記録する引出量記録手段と、引出量算出
手段により算出した引出量から所定期間における平均引出量を算出する平均算出手段と、
この平均算出手段により算出した平均引出量を記録する平均記録手段と、引出量算出手段
により算出した引出量、及び、平均算出手段により算出した平均引出量を表示する表示手
段とを備えたものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、トイレットペーパーの引出量を回転体の回転数から算出し、表示する
ようにしたので、トイレットペーパーの使用量を数値化して容易に認識することができる
。また、所定期間における引出量平均値を算出し、表示するようにしたので、１回の使用
量のみならず、過去の平均使用量についても容易に認識することができる。よって、日常
的に、また、子供のころからトイレットペーパーの使用量に対する意識を改善することが
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でき、無駄使いを抑制することができる。これにより、森林の伐採量を削減することがで
きると共に、家計の支出も抑制することができる。
【０００９】
　また、引出量計測手段は、回転体がトイレットペーパーに接触する方向に付勢する付勢
部材と、回転体の回転数を計測する回転数計測手段とを有するようにすれば、トイレット
ペーパーの回転に応じて回転体をより正確に回転させることができると共に、トイレット
ペーパーの直径が使用により小さくなっても、回転体をトイレットペーパーに接触させて
回転させることができる。
【００１０】
　更に、回転体の外周部を滑り止め部材により構成するようにすれば、トイレットペーパ
ーの回転に応じて回転体をより正確に回転させることができる。
【００１１】
　加えて、平均引出量に基づいて引出量の基準値を決定し、引出量が基準値を超えている
場合に、警告を発するようにすれば、より容易にトイレットペーパーの使用量を認識する
ことができる。特に、小さな子供でも、楽しく無駄遣いを抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施の形態に係るトイレットペーパーホルダの外観構成を表す斜視図
である。
【図２】図１に示したトイレットペーパーホルダの構成を表す部分断面図である。
【図３】図１及び図２に示したトイレットペーパーホルダの変形例を表す図である。
【図４】図１に示したトイレットペーパーホルダのシステム構成を表すブロック図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１４】
　図１及び図２は、本発明の一実施の形態に係るトイレットペーパーホルダ１０の構成を
表すものである。図３は、このトイレットペーパーホルダ１０のシステム構成を表すブロ
ック図である。このトイレットペーパーホルダ１０は、円筒状に巻回されたトイレットペ
ーパーＭを回転自在に保持するものである。このトイレットペーパーホルダ１０は、例え
ば、トイレットペーパーＭの中心部に設けられた円筒状の貫通孔に挿入してトイレットペ
ーパーＭを回転自在に保持する保持部１１と、この保持部１１を支持する一対の側板部１
２と、この一対の側板部１２が配設された背板部１３と、トイレットペーパーＭの上部を
覆う被覆体１４とを備えている。
【００１５】
　また、このトイレットペーパーホルダ１０は、例えば、トイレットペーパーＭの使用量
を数値化し、使用量に対する意識を改善させるトイレットペーパーメータ２０を備えてい
る。このトイレットペーパーメータ２０は、例えば、トイレットペーパーＭの引出量を計
測する引出量計測手段２１を備えている。この引出量計測手段２１は、例えば、トイレッ
トペーパーＭに一部が接触され、トイレットペーパーＭの回転に応じて回転する回転体２
１Ａと、回転体２１Ａの回転数を計測する回転数計測手段２１Ｂとを有しており、トイレ
ットペーパーＭの引出量を回転体の回転数として計測するものである。
【００１６】
　回転体２１Ａは、例えば、一端部が背板部１３に対して回動可能に配設された回転体支
持部２１Ｃにより回転自在に支持されている。回転体支持部２１Ｃは、例えば、ばね等の
付勢部材２１Ｄにより、回転体２１ＡがトイレットペーパーＭに接触する方向に付勢され
ている。付勢部材２１Ｄは、例えば、一端部が回転体支持部２１Ｃに配設され、他端部が
背板部１３に配設されている。これにより、トイレットペーパーＭの直径が使用により小
さくなっても、付勢部材２１Ｄにより回転体２１ＡがトイレットペーパーＭの方に付勢さ
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れ、回転体２１ＡがトイレットペーパーＭに接触するようになっている。
【００１７】
　回転体２１Ａは、例えば、ローラー状であり、外周部は、例えば、滑り止め部材により
構成されることが好ましい。滑り止め部材としては、例えば、ゴム、吸着テープ、または
表面を荒らして摩擦抵抗を高くしたものが挙げられる。また、図３に示したように、滑り
止め部材をゴムにより構成し、表面に突起状のいぼを形成するようにすればより好ましい
。回転数計測手段２１Ｂとしては、例えば、回転計が挙げられ、接触式でも非接触式でも
よい。回転数計測手段２１Ｂは、例えば、回転体支持部２１Ｃに対して配設されている。
【００１８】
　また、このトイレットペーパーメータ２０は、例えば、引出量計測手段２１により計測
した回転体２１Ａの回転数からトイレットペーパーＭの引出量を算出する引出量算出手段
２２と、この引出量算出手段２２により算出した引出量を記録する引出量記録手段２３と
、引出量算出手段２２により算出した引出量から所定期間における平均引出量を算出する
平均算出手段２４と、この平均算出手段２４により算出した平均引出量を記録する平均記
録手段２５と、引出量算出手段２２により算出した引出量、及び、平均算出手段２４によ
り算出した平均引出量を表示する表示手段２６とを有している。
【００１９】
　引出量算出手段２２は、例えば、引出量計測手段２１により計測した回転体２１Ａの回
転数に回転体２１Ａの外周長さをかけてトイレットペーパーＭの引出量を算出するもので
ある。引出量算出手段２２により算出された引出量は、例えば、引出量記録手段２３に記
録されると共に、表示手段２６に表示されるようになっている。
【００２０】
　平均算出手段２４は、平均算出手段２４により算出され引出量記録手段２３に記録され
た過去のデータに基づき、週単位、月単位、年単位等の所定期間における平均引出量を算
出するものである。平均算出手段２４により算出された平均引出量は、例えば、平均記録
手段２５に記録されると共に、表示手段２６に表示されるようになっている。
【００２１】
　更に、このトイレットペーパーメータ２０は、例えば、平均算出手段２４により算出し
た平均引出量に基づいて引出量の基準値を決定し、引出量算出手段２２により算出した引
出量が決定した基準値を超えている場合に、警告を発するように判断する警告判断手段２
７と、この警告判断手段２７により警告を発すると判断された場合に警告を発する警告手
段２８とを有していることが好ましい。
【００２２】
　警告判断手段２７は、例えば、使用者が、算出された平均引出量のいずれか、例えば、
週単位平均引出量、月単位平均引出量、年単位平均引出量のいずれかを基準値として決定
することができるように、又は、使用者が算出された平均引出量を見て、任意の値を基準
値として決定することができるように構成されていることが好ましい。警告手段２８は、
例えば、警告判断手段２７から警告発生の信号が入力されると、「使いすぎだよ」等の音
声を発生するように構成されている。
【００２３】
　引出量算出手段２２、引出量記録手段２３、平均算出手段２４、平均記録手段２５、及
び、警告判断手段２７は、例えば、電子回路により構成されており、背板部１３の内部に
配設されている。表示手段２６は、例えば、表示パネルにより構成され、背板部１３の被
覆体１４の上側表面に配設されている。警告手段２８は、例えば、スピーカーにより構成
され、背板部１３に配設されている。なお、警告手段２８は、スピーカーに加えて、表示
パネルにより構成するようにしてもよい。
【００２４】
　このトイレットペーパーホルダ１０では、まず、例えば、トイレットペーパーＭを保持
部１１により保持し、回転体２１ＡをトイレットペーパーＭの外周部に接触させる。次い
で、トイレットペーパーＭの端部が引き出されると、トイレットペーパーＭが回転し、そ
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れに応じて、回転体２１Ａが回転する。回転体２１Ａの回転が始まってから次に停止する
までの回転数は、例えば、回転数計測手段２１Ｂにより計測され、引出量算出手段２２に
より、計測された回転体２１Ａの回転数に回転体２１Ａの外周長さを乗じてトイレットペ
ーパーＭの引出量が算出される。算出されたトイレットペーパーＭの引出量は、例えば、
引出量記録手段２３に１回の使用量として記録されると共に、表示手段２６に表示される
。
【００２５】
　また、例えば、平均算出手段２４により、引出量記録手段２３に記録された過去のデー
タに基づき、週単位、月単位、年単位等の所定期間における平均引出量が算出される。算
出された平均引出量は、例えば、平均記録手段２５に記録されると共に、表示手段２６に
表示される。更に、例えば、引出量算出手段２２により算出した引出量が基準値を超えて
いる場合には、警告判断手段２７が警告を発発するように判断し、警告手段２８により警
告を発する。なお、トイレットペーパーＭの直径が使用により小さくなっても、回転体２
１Ａは、付勢部材２１ＤによりトイレットペーパーＭの方に付勢されているので、トイレ
ットペーパーＭの直径に合わせて回転体２１Ａの位置が移動し、トイレットペーパーＭに
接触した状態が維持される。
【００２６】
　このように本実施の形態によれば、トイレットペーパーＭの引出量を回転体２１Ａの回
転数から算出し、表示するようにしたので、トイレットペーパーＭの使用量を数値化して
容易に認識することができる。また、所定期間における引出量平均値を算出し、表示する
ようにしたので、１回の使用量のみならず、過去の平均使用量についても容易に認識する
ことができる。よって、日常的に、また、子供のころからトイレットペーパーの使用量に
対する意識を改善することができ、無駄使いを抑制することができる。これにより、森林
の伐採量を削減することができると共に、家計の支出も抑制することができる。
【００２７】
　また、引出量計測手段２１は、回転体２１ＡがトイレットペーパーＭに接触する方向に
付勢する付勢部材２１Ｄと、回転体２１Ａの回転数を計測する回転数計測手段２１Ｂとを
有するようにすれば、トイレットペーパーＭの回転に応じて回転体２１Ａをより正確に回
転させることができると共に、トイレットペーパーＭの直径が使用により小さくなっても
、回転体２１ＡをトイレットペーパーＭに接触させて回転させることができる。
【００２８】
　更に、回転体２１Ａの外周部を滑り止め部材により構成するようにすれば、トイレット
ペーパーＭの回転に応じて回転体２１Ａをより正確に回転させることができる。
【００２９】
　加えて、平均引出量に基づいて引出量の基準値を決定し、引出量が基準値を超えている
場合に、警告を発するようにすれば、より容易にトイレットペーパーＭの使用量を認識す
ることができる。特に、小さな子供でも、楽しく無駄遣いを抑制することができる。
【００３０】
　以上、実施の形態を挙げて本発明を説明したが、本発明は上記実施の形態に限定される
ものではなく、種々変形可能である。例えば、上記実施の形態で説明した各構成要素を全
て備えていなくてもよく、また、他の構成要素を備えていてもよい。更に、上記実施の形
態では、各構成要素について具体的に構造を説明したが、他の構造を有するように構成し
てもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３１】
　トイレットペーパーホルダに用いることができる。
【符号の説明】
【００３２】
　１０…トイレットペーパーホルダ、１１…保持部、１２…側板部、１３…背板部、１４
…被覆体、２０…トイレットペーパーメータ、２１…引出量計測手段、２１Ａ…回転体、
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２１Ｂ…回転数計測手段、２１Ｃ…回転体支持部、２１Ｄ…付勢部材、２２…引出量算出
手段、２３…引出量記録手段、２４…平均算出手段、２５…平均記録手段、２６…表示手
段、２７…警告判断手段、２８…警告手段

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【手続補正書】
【提出日】平成26年8月26日(2014.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　背板部と、この背板部に配設された一対の側板部と、この一対の側板部に支持された保
持部とを備えたトイレットペーパーホルダに回転自在に保持され、円筒状に巻回されたト
イレットペーパーの使用量を数値化するトイレットペーパーメータであって、
　前記トイレットペーパーの引出量を、前記トイレットペーパーに一部が接触された回転
体の回転数として計測する引出量計測手段と、
　前記引出量計測手段により計測した前記回転体の回転が始まってから次に停止するまで
の回転数からトイレットペーパーの引出量を算出する引出量算出手段と、
　この引出量算出手段により算出した引出量を１回の使用量として記録する引出量記録手
段と、
　前記引出量算出手段により算出した引出量から所定期間における平均引出量を算出する
平均算出手段と、
　この平均算出手段により算出した平均引出量を記録する平均記録手段と、
　前記引出量算出手段により算出した引出量、及び、前記平均算出手段により算出した平
均引出量を表示する表示手段とを備え、
　前記引出量計測手段は、
　前記回転体を回転自在に支持し、一端部が前記トイレットペーパホルダの背板部に対し
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て回動可能に配設された回転体支持部と、
　一端部が前記回転体支持部に配設され、他端部が前記トイレットペーパホルダの背板部
に配設され、前記回転体が前記トイレットペーパーに接触する方向に前記回転体支持部を
付勢する付勢部材と、
　前記回転体の回転数を計測する回転数計測手段とを有する
　ことを特徴とするトイレットペーパーメータ。
【請求項２】
　前記回転体の外周部は、滑り止め部材により構成されたことを特徴とする請求項１記載
のトイレットペーパーメータ。
【請求項３】
　前記平均算出手段により算出した平均引出量に基づいて引出量の基準値を決定し、前記
引出量算出手段により算出した引出量が基準値を超えている場合に、警告を発するように
判断する警告判断手段と、この警告判断手段により警告を発すると判断された場合に警告
を発する警告手段を備えたことを特徴とする請求項１又は請求項２記載のトイレットペー
パーメータ。
【請求項４】
　背板部と、この背板部に配設された一対の側板部と、この一対の側板部に支持された保
持部とを備え、円筒状に巻回されたトイレットペーパーを回転自在に保持するトイレット
ペーパーホルダであって、
　前記トイレットペーパーの引出量を、前記トイレットペーパーに一部が接触された回転
体の回転数として計測する引出量計測手段と、
　この引出量計測手段により計測した前記回転体の回転が始まってから次に停止するまで
の回転数からトイレットペーパーの引出量を算出する引出量算出手段と、
　この引出量算出手段により算出した引出量を１回の使用量として記録する引出量記録手
段と、
　前記引出量算出手段により算出した引出量から所定期間における平均引出量を算出する
平均算出手段と、
　この平均算出手段により算出した平均引出量を記録する平均記録手段と、
　前記引出量算出手段により算出した引出量、及び、前記平均算出手段により算出した平
均引出量を表示する表示手段とを備え、
　前記引出量計測手段は、
　前記回転体を回転自在に支持し、一端部が前記背板部に対して回動可能に配設された回
転体支持部と、
　一端部が前記回転体支持部に配設され、他端部が前記背板部に配設され、前記回転体が
前記トイレットペーパーに接触する方向に前記回転体支持部を付勢する付勢部材と、
　前記回転体の回転数を計測する回転数計測手段とを有する
　ことを特徴とするトイレットペーパーホルダ。
【手続補正書】
【提出日】平成27年1月15日(2015.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　背板部と、この背板部に配設された一対の側板部と、この一対の側板部に支持された保
持部とを備えたトイレットペーパーホルダに回転自在に保持され、円筒状に巻回されたト
イレットペーパーの使用量を数値化するトイレットペーパーメータであって、
　前記トイレットペーパーの引出量を、　前記トイレットペーパーの円筒状に巻回されて
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いる部分に一部が接触された回転体の回転数として計測する引出量計測手段と、
　前記引出量計測手段により計測した前記回転体の回転が始まってから次に停止するまで
の回転数からトイレットペーパーの引出量を算出する引出量算出手段と、
　この引出量算出手段により算出した引出量を１回の使用量として記録する引出量記録手
段と、
　前記引出量算出手段により算出した引出量から所定期間における平均引出量を算出する
平均算出手段と、
　この平均算出手段により算出した平均引出量を記録する平均記録手段と、
　前記引出量算出手段により算出した引出量、及び、前記平均算出手段により算出した平
均引出量を表示する表示手段とを備え、
　前記引出量計測手段は、
　前記回転体を回転自在に支持し、一端部が前記トイレットペーパホルダの背板部に対し
て回動可能に配設された回転体支持部と、
　一端部が前記回転体支持部に配設され、他端部が前記トイレットペーパホルダの背板部
に配設され、前記回転体が前記トイレットペーパーに接触する方向に前記回転体支持部を
付勢する付勢部材と、
　前記回転体の回転数を計測する回転数計測手段とを有する
　ことを特徴とするトイレットペーパーメータ。
【請求項２】
　前記回転体の外周部は、滑り止め部材により構成されたことを特徴とする請求項１記載
のトイレットペーパーメータ。
【請求項３】
　前記平均算出手段により算出した平均引出量に基づいて引出量の基準値を決定し、前記
引出量算出手段により算出した引出量が基準値を超えている場合に、警告を発するように
判断する警告判断手段と、この警告判断手段により警告を発すると判断された場合に警告
を発する警告手段を備えたことを特徴とする請求項１又は請求項２記載のトイレットペー
パーメータ。
【請求項４】
　背板部と、この背板部に配設された一対の側板部と、この一対の側板部に支持された保
持部とを備え、円筒状に巻回されたトイレットペーパーを回転自在に保持するトイレット
ペーパーホルダであって、
　前記トイレットペーパーの引出量を、前記トイレットペーパーの円筒状に巻回されてい
る部分に一部が接触された回転体の回転数として計測する引出量計測手段と、
　この引出量計測手段により計測した前記回転体の回転が始まってから次に停止するまで
の回転数からトイレットペーパーの引出量を算出する引出量算出手段と、
　この引出量算出手段により算出した引出量を１回の使用量として記録する引出量記録手
段と、
　前記引出量算出手段により算出した引出量から所定期間における平均引出量を算出する
平均算出手段と、
　この平均算出手段により算出した平均引出量を記録する平均記録手段と、
　前記引出量算出手段により算出した引出量、及び、前記平均算出手段により算出した平
均引出量を表示する表示手段とを備え、
　前記引出量計測手段は、
　前記回転体を回転自在に支持し、一端部が前記背板部に対して回動可能に配設された回
転体支持部と、
　一端部が前記回転体支持部に配設され、他端部が前記背板部に配設され、前記回転体が
前記トイレットペーパーに接触する方向に前記回転体支持部を付勢する付勢部材と、
　前記回転体の回転数を計測する回転数計測手段とを有する
　ことを特徴とするトイレットペーパーホルダ。
【手続補正書】
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【提出日】平成27年6月4日(2015.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　背板部と、この背板部に配設された一対の側板部と、この一対の側板部に支持された保
持部とを備えたトイレットペーパーホルダに回転自在に保持され、円筒状に巻回されたト
イレットペーパーの使用量を数値化するトイレットペーパーメータであって、
　前記トイレットペーパーの引出量を、前記トイレットペーパーの円筒状に巻回されてい
る部分に一部が接触された回転体の回転数として計測する引出量計測手段と、
　前記引出量計測手段により計測した前記回転体の回転が始まってから次に停止するまで
の回転数からトイレットペーパーの引出量を算出する引出量算出手段と、
　この引出量算出手段により算出した引出量を１回の使用量として記録する引出量記録手
段と、
　前記引出量算出手段により算出した１回の使用量である引出量から所定期間における平
均引出量を算出する平均算出手段と、
　この平均算出手段により算出した平均引出量を記録する平均記録手段と、
　前記引出量算出手段により算出した１回の使用量である引出量、及び、前記平均算出手
段により算出した所定期間における平均引出量を表示する表示手段とを備え、
　前記引出量計測手段は、
　前記回転体を回転自在に支持し、一端部が前記トイレットペーパーホルダの背板部に対
して回動可能に配設された回転体支持部と、
　一端部が前記回転体支持部に配設され、他端部が前記トイレットペーパーホルダの背板
部に配設され、前記回転体が前記トイレットペーパーに接触する方向に前記回転体支持部
を付勢する付勢部材と、
　前記回転体の回転数を計測する回転数計測手段とを有する
　ことを特徴とするトイレットペーパーメータ。
【請求項２】
　前記回転体の外周部は、滑り止め部材により構成されたことを特徴とする請求項１記載
のトイレットペーパーメータ。
【請求項３】
　前記平均算出手段により算出した平均引出量に基づいて引出量の基準値を決定し、前記
引出量算出手段により算出した引出量が基準値を超えている場合に、警告を発するように
判断する警告判断手段と、この警告判断手段により警告を発すると判断された場合に警告
を発する警告手段を備えたことを特徴とする請求項１又は請求項２記載のトイレットペー
パーメータ。
【請求項４】
　背板部と、この背板部に配設された一対の側板部と、この一対の側板部に支持された保
持部とを備え、円筒状に巻回されたトイレットペーパーを回転自在に保持するトイレット
ペーパーホルダであって、
　前記トイレットペーパーの引出量を、前記トイレットペーパーの円筒状に巻回されてい
る部分に一部が接触された回転体の回転数として計測する引出量計測手段と、
　この引出量計測手段により計測した前記回転体の回転が始まってから次に停止するまで
の回転数からトイレットペーパーの引出量を算出する引出量算出手段と、
　この引出量算出手段により算出した引出量を１回の使用量として記録する引出量記録手
段と、
　前記引出量算出手段により算出した１回の使用量である引出量から所定期間における平
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均引出量を算出する平均算出手段と、
　この平均算出手段により算出した平均引出量を記録する平均記録手段と、
　前記引出量算出手段により算出した１回の使用量である引出量、及び、前記平均算出手
段により算出した所定期間における平均引出量を表示する表示手段とを備え、
　前記引出量計測手段は、
　前記回転体を回転自在に支持し、一端部が前記背板部に対して回動可能に配設された回
転体支持部と、
　一端部が前記回転体支持部に配設され、他端部が前記背板部に配設され、前記回転体が
前記トイレットペーパーに接触する方向に前記回転体支持部を付勢する付勢部材と、
　前記回転体の回転数を計測する回転数計測手段とを有する
　ことを特徴とするトイレットペーパーホルダ。
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